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Winet は平成 23 年 4 月に日本語のトップページをリニューアルし、続いて
























を展示等を通じて公開することを目的に、平成 20 年 6 月に開設された。設
置までの経緯は次のとおりである。
平成 16 年頃、設置にむけての具体的検討が始まった。平成 17 年 6 月「独
立行政法人国立女性教育会館の将来ビジョン」に、女性アーカイブの必要性
が明記された。平成 17 年度・18 年度の「女性アーカイブセンター機能に関
する調査研究」を実施し、平成 19 年度改修工事、平成 20 年 6 月女性アーカ
イブセンター開設となる。




























一方、インターネットでは、平成 20 年 10 月から女性デジタルアーカイ
ブシステムによる目録と画像データ（一部）を公開している。平成 24 年は、
今後の更なるサービス展開を目指して、システムリプレイスを実施した。

















































平成 24 年 3 月現在、女性関連施設データベースには、概要 636 件、事業






















して、平成 24 年 10 月から、いくつかの女性センター等と「震災復興支援女
























































鳥取大学附属図書館からの平成 25 年 4 月に向けて NWEC 図書パッケー
ジ貸出サービス利用の調整依頼にあたり、鳥取大学から提案のあった鳥取大
学鳥取キャンパス（〒 680-8550鳥取市湖山町南 4丁目 101）、米子キャンパス
（〒 683-8503　米子市西町 86）、鳥取環境大学（〒 689-1111鳥取市若葉台北 1丁
目 1番 1号）、鳥取短期大学（〒 682-8555鳥取県倉吉市福庭 854）に、鳥取県男
女共同参画センターよりん彩の図書貸出の協力を得て、鳥取県下での巡回貸
出を検討している。
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次に、図書（現物）ではなく、情報センターが作成するデータの活用を提
案したい。
「新聞切り抜き記事」の新着データの活用
情報センターが日々更新している新聞切り抜き記事を、Winet の「新着
情報」でみるだけでなく、取り寄せて各センターの事業（業務）で使ってみ
る（再利用する）のは、どうだろうか。
情報の活用方法としてよいし、そこに不足した記事、たとえば地方版に
しかない記事を各地のセンターで追加することがあれば、さらに充実した
ジェンダー視点を持った新聞切り抜き記事のコレクションができるのではな
いだろうか。
まずは、「新着資料　アラートサービス」に必要な新聞社名を登録して、
その新聞社の記事の見出しをメールで毎日取り寄せ、使ってみることから始
めていただきたい。
その後の展開は、いつでも情報センターが相談にのれるよう、これから
体制を検討していきたい。
׋ų
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NWECの新着情報を入手する方法は、次のとおり。①Winet にアクセス
する。②「雑誌記事・新聞記事を探す」をクリックする。③左にある「新着
資料アラートサービス」をクリックする。図 13 の画面が表示されたら、「ア
ラートサービス新規登録画面へ」すすみ、利用登録の説明の順に従って必要
事項を登録する。
NWEC情報センターは、今後も協力・利用いただける明確な相手に向かっ
て、信頼性の高い情報サービスを展開していきたいと考える。もちろん、新
規開拓を忘れてはいない。
 （いちむら・さくらこ　国立女性教育会館情報課長）
